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1 ．Pathways to Academic Englishの創刊
言語･文化教育センターの英語グループは，平成30
年（2018） 4 月に英語学習ハンドブックPathways to 
Academic English（156頁）（以下，Pathwaysと表記
する）を刊行し，同年度の入学生全員に配布した（機
構と全学教育のウェブサイトからPDFファイルのダ
ウンロード可能）．
　　
1．1　Pathways to Academic English目次
目次は以下のとおりである。
第 1 章 発音・リスニングのコツをつかむ 
1  連結 
2  弱音 
3  強・弱のメリハリ
4  意味のかたまり
5  規則動詞過去形
第 2 章 ディスカッションを楽しむ
1  ヘルプを求める
2  聞き上手になる 
3  意見を述べる
4  議論の場をコントロールする
5  円滑な議論をめざす
第 3 章 プレゼンテーション本番に備える 
1  プレゼンテーションの構成
2  イントロダクションで述べること
3  本論の流れ
4  結論で述べること 
5  質疑応答を乗り切る 
6  臨機応変な対応 
7  図表類の名称 
第 4 章 センテンス，パラグラフを書く 
1  センテンスを書く 
2  パラグラフを書く 
3  パラグラフを書くための 3 つのルール 
第 5 章 エッセイを書く 
1  エッセイとは何か
2  エッセイ執筆の工程
3  エッセイの類型 
4  文献をエッセイに組み入れる 
5  剽窃（ひょうせつ）を避ける 
第 6 章 センテンスを読む 
1  未知の語句を理解する 
2  対比構造を見つける 
3  数量表現 
4  関係代名詞の省略 
5  主語の名詞化
6  語彙を増やす 
第 7 章 パラグラフを読む 
1  トピックをつかむ
【報　告】
英語ハンドブックPathways to Academic Englishと
東北大学全学英語教育の今後を考える
竹 林 修 一 1）＊
1 ）東北大学高度教養教育・学生支援機構
＊）連絡先：〒980－8576　仙台市青葉区川内41　東北大学高度教養教育・学生支援機構　shuichi.takebayashi.e3@tohoku.ac.jp
高度教養教育・学生支援機構の言語･文化教育センターでは，2018年 4 月に英語学習ハンドブック『Pathways to 
Academic English』を刊行し，新入生全員に配布した．本稿は，同ハンドブック制作の意図を紹介するとともに，
東北大学生の英語力に関する実態，全学英語教育の体制，課題，そして取り組みなどを報告し，本学のような研究大
学で勉強する学生にふさわしい全学英語教育の方向性を議論するための共有情報として活用されることを期待して書
かれた．
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2  メイン・アイデアを見つける 
3  サポート部はメイン・アイデアを支える 
4  対比構造を見つける 
5  原因・結果の関係を見つける 
6  アイデアの継続に留意する 
7  著者の視点 
8  速く読む 
第 8 章 東北大学の英語学習リソース 
1  附属図書館 
2  情報教育基盤センター
3  正課外の授業 
4  自主学習スペース（川内北キャンパス） 
5  その他 
第 9 章 英語 4 技能習得のための学習法 
1  リスニング強化法（中級者編） 
2  リスニング勉強法（上級者編） 
3  リーディング強化法 
4  スピーキング力を上げる効果的な方法 
5  ライティング向上の効果的な方法 
第10章 各種英語試験の特徴 
1  CEFR について
2  Cambridge English 
3  実用英語技能検定
4  GTEC CBT
5  IELTS
6  TEAP
7  TOEFL iBT
8  TOEIC L&R/S&W 
第11章 海外留学を目指そう 
1  海外留学をする 3 つの意義 
2  海外留学の 3 つの心得 
第12章 メディアを利用した英語学習 
1  インターネット上のリソース 
2  テレビ放送，ラジオ放送
付録 アカデミック・ライティングで用いる句読点の
使い方
1  ． （ピリオド） period
2  ， （カンマ） comma 
3   ? （疑問符） question mark 
4   ! （感嘆符） exclamation point 
5   : （コロン） colon 
6   ; （セミコロン） semi colon
7   — （ダッシュ） dash
8   - （ハイフン） hyphen
9   ' （ アポストロフィ ） apostrophe
10 （ ） （丸括弧） parenthesis 
11 ［ ］ （角括弧） bracket
12 “ ” （引用符） double quotation marks 
13 / （斜線） slash
14 italic （斜体）
15 CAPITALS （大文字） 
このように，アカデミックな場面で求められる英語の
スキル，英語学習の有益情報，そして付録として，論
文等で使う記号（punctuation）をまとめた内容となっ
ている。
1．2　Pathways 制作の動機
Pathwaysの目的は，東北大学に入学した学生に対
して，これからの英語学習に方向性を与え，かつ身に
つけるべきスキルを具体的に示すことにある．
高校・大学入試までの英語学習と大学以降の英語学
習とでは大きな違いが存在する．高校までであれば，
学校の授業に沿って英語を学習し，かつ大学入試に備
えた勉強をしてきた．そこには，具体的な学習内容（文
法，英文解釈法，必須語彙など）があった．高校ある
いは予備校などがセンター試験や二次試験を分析し
て，受験生の学習を支援してくれた．受験生とすれば，
それを信じて勉強すれば良かったのである．
大学に入学すると事情は一変する．英語教員は実社
会あるいは研究における英語の重要性を説くものの，
どのレベルまで身につければいいのかを説明するのは
難しい．なぜなら，大学の教育は学生の自立的な学習
態度を前提としており，一律に「これを学べ」とはな
かなか言いにくい。とくに英語にはこれが当てはま
る。文法を例に取って説明すると，高校までに英語文
法のほとんどを扱っており，大学で新たに学ばなけれ
ばいけない文法ルールは基本的にはない。語彙に関し
ては，基幹語彙とよばれる2,000語（話し言葉の 9 割，
書き言葉の 8 割をカバーするとされている）は，学生
─  271  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
はいちおう習得している（これらを使いこなせるよう
にする必要はある）。学生があらたに覚えるとすれば
専門分野の語彙であろうが，これは学部教育の範囲だ
と思われる。
また，世間では「グローバル」や「 4 技能」といっ
たスローガンが飛び交ってはいるものの，そこには具
体性がない．もし学生がそれらの言葉に振り回され，
地に足が付かない状態にあるとすれば，たいへん残念
である．
そこで，私たちは，英語学習の道標となるようなも
のを作れば，学生に喜ばれるのではないかと思い立ち，
Pathwaysを制作した．
Pathways制作のもう一つの目的は，教員側でも，
指導内容に関してある程度の統一見解を持つ必要を感
じたからである．東北大学に入った学生になるべく具
体的な目標を与えるならば，教員側も，何を教えるの
かについて，共通した見解を持つ方が，教育効果が高
まることが期待できる．現在の全学英語教育の実情は，
指導内容に関しては，後に詳しく見るように，ごく大
まかな方向性が定められているにとどまっている．必
然的に，指導内容に関して，教員ごとにばらつきが生
じる．これが学生の間で大きな不満となっていること
は各種調査で明らかになっている．指導内容を定める
ことは，言い換えれば，学生側と教員側との共通見解
を持つことである．
2 ．東北大学生の実態
2．1　TOEFL ITP®テストのスコア
TOEFLとは，米国留学を希望する非英語圏の学生
が，英語力の証明として，出願時に大学に提出するた
めの英語試験である．TOEFLには何種類かのテスト
形式があるが，そのうちの 1 つであるTOEFL ITP®
テストは，かつてのTOEFLペーパー版テストで使わ
れた問題を使用する，団体受検用のテストである．
東北大学では，平成20年度からTOEFL ITP®テス
トの受検を全学生に課している．平成28年度（2016）
のスコア1）は次のとおりとなっている（英語教科部会 
2017：6-9， 14-17）．
　　
平成28（2016）年度実施
（一年次12月受検）
平 均　493.5 （ 内 訳　Listening 47.9， Structure 49.8， 
Reading 50.3）
550以上の割合　6.5％
（二年次12月受検）
平均　482.1． （内訳　Listening 47.2， Structure 48.5， 
Reading 48.9）
550以上の割合　4.24％
ここで気づくのは，二年次のスコアの方が低くなっ
ているということである．これは大きな問題である．
それから，550というスコアは，アメリカの大学に
留学する際の最低ラインとされている数字である．難
関大学の最低ラインはもっと高い．550はあくまでも
最低ラインであり，英語環境で充分に勉強できること
を保証するものではない．筆者は570点でアメリカ東
海岸の州立大学大学院に進んだが，私の英語はほとん
ど使い物にならなかった．特に話すことが全くできな
かった．私の場合はTOEFL対策で精一杯で，勉学環
境で英語を話す訓練をしたことがなかった．一言も発
言できなかった授業のあと，悔し涙を流しながら氷点
下の冬の夜道をオンキャンパスのアパートまで歩いて
帰ったときの感情はいまだに残っている．やはり試験
対策プラス実践的な練習を経てから留学するのが良い．
なお，一年次のスコアを学部別に比較すると，高ス
コア順に，医学部医学科（519.4），文学部（499.1），
工学部（496.3），理学部（494.6），薬学部（492.3），
農学部（492.2），歯学部（490.8），法学部（489.9），
経済学部（486.9），教育学部（483.2），医学部保健学
科（466.8）となっている2）（英語教科部会　2017：
10）．
2．2　卒業後の進路
卒業後の進路は学部によって特徴が分かれる．大学
院進学が大多数を占める学部と，民間企業・公務員な
どの就職を選ぶ学生が大多数を占める学部に二分化さ
れる．平成29年（2017）年度卒業生の統計によると，
学部卒業生2548人中，大学院進学者は1359人と53％を
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占めている．進学者が多いのは，理学部（82％），薬
学部（95％  4 年制），工学部（86％），農学部（77％）
である．一方，進学者が少ないのは，文学部（15％），
教育学部（18％），法学部（12％），経済学部（ 2 ％），
医学部（29％　 4 年制），医学部（ 0 ％  6 年制），薬
学部（ 0 ％  6 年制）歯学部（ 0 ％）である（東北大
学ウェブサイトより）．
　　
2．3　学生の英語に対する自己分析
機構の教育評価分析センターは，平成28年度卒業生
を対象に，本学の教育に対する満足度や学習経験を質
問した．英語に関する部分では，以下のような状況が
浮かび上がってきている（教育評価分析センター 
2017：4-5）．
　　
学士課程
・ 「学習経験のうち，外国語で議論・発表をした経験や，
留学生と一緒に学んだ経験が少ない」
・ 「英語の運用能力について卒業生の約４割が否定的
に評価している．」
修士課程
・ 「母語以外の言語による論文・研究発表の経験が少
ない」
・ 「英語運用能力については，修了生の約２割が入学
時からの変化および現在の実力について否定的に評
価している．」
　　
学士課程卒業生の英語力分析の結果として，同報告
書が指摘するのは以下の 4 点である．
1 ，英語力に関する自己評価は，｢異文化の人々と協
力する能力」，「プレゼンテーションの能力」，「文章表
現の能力」に関する自己評価と相関している．
2 ，英語科目GPAは，できるだけ良い成績を取ろう
と思った授業や特別な理由なく欠席した授業の割合と
関係し，また，英語科目GPAとTOEFL ITP®テス
ト得点との間には高い相関がある．
3 ，海外研修（SAP）の利用経験は，TOEFL ITP®
テスト得点の向上と相関している．
4 ，受験直前に英語の授業時間が多いと，TOEFL 
ITP®テスト得点が向上する可能性が高い．
注目すべきは， 1 の指摘である．学生は英語力を自
己分析する際，その尺度を「協力」「プレゼンテーショ
ン」「文章表現」といったアウトプット関連の能力に
求めているのである．
3 ．全学英語教育に対する要望
3．1　学生からの声
3．1．1　『第 3 回　東北大学の教育と学習成果に関する
調査報告書』から
次に，学生は本学の全学英語教育をどのように考え
ているかを紹介していく．最初は，機構の教育評価分
析センターが行った卒業生への調査である．同報告書
の，本学の教育に対する意見・要望（自由記述）には，
英語教育に対する意見が散見する．以下に引用する（教
育評価分析センター　2017：101-110）．
・ 「英語教育を少し増やすべきだと思いました（プレ
ゼンテーション，論文作成等）」（教育学研究科，博
士）
・ 「読み書きはできる学生が多いと思うが，聞くこと
と話すことについては苦手な学生が多いと思うの
で，どの学部でもその辺りの能力がのびるような学
習ができたらいいと思う」（薬学部，学士）
・ 「インプット（文法，長文，リスニング等）とアウ
トプット（スピーキング等）の比重が大きく偏った
授業が多すぎる．」（薬学部，学士）
・ 「英語教育の不足」（薬学部，修士）
・ 「学部 1 年， 2 年時に，スピーキングやリスニング
を中心とした英語の授業を増やしてほしい．」（工学
部，学士）
・ 「より実践的な英語を学べる機会を増やした方が学
生のためになると思います．」（工学部，学士）
　（原文ママ）
3．1．2　「平成30年度学務審議会委員会別改善対策一覧」
から
学務審議会では，全学教育全般に関する決定を行う．
平成30年度の学務審議会において配布された「委員会
別改善対策一覧」から，「英語」の「授業内容」に関
─  273  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 5 号　2019
して学生から寄せられた意見を下に紹介する．
・ 「クラスによって授業内容が異なることは成績評価
の不平等に繋がると思うので，平等にしてもらいた
い．」（文学部学生）
・ 「テキストを読むだけ，和訳するだけなどでは，高
校英語の延長に思われ，興味は持たれにくい．」（法
学部学生）
・ 「実際に使える生きた英語の授業をして欲しい．」（工
学部学生）
・ 「Readingの授業があったが，それまでも受験勉強
で充分やってきたので，あまり有意義ではなかった．
むしろ初めからTOEFLやTOEIC対策として授業
をおこなった方が，学生のモチベーションも上がる
のではないか」（歯学部学生）
　（原文ママ）
　　
カリキュラム編成についても学生から要望が上げら
れている．
・ 「＜英語C＞は早い者勝ちかくじ引きで受講が決ま
る．外れた学生はその時限中に慌てて別のクラスを
探し回ることがストレスとなっている．この方法を
改善できないか．」（法学部学生）
・ 「一年次で週 2 コマ，二年次で週 1 コマでは英語力
が向上するのを実感できなかった．」（教育学部学生）
・ 「学部・学科の垣根を外したら，他の学生との交流
もできて楽しいのではないか．」（工学部学生）
　（原文ママ）
3．2　部局からの声
3．2．1　 「学務審議会委員別改善策検討一覧」から
全学英語教育に関しては，専門教育を行う各学部か
らもいろいろな要望が寄せられている．「授業内容」「カ
リキュラム」に関する要望を抜粋して紹介する．
・ 「 1 セメはじめに発音のトレーニングと多読，多聴
を中心とした基礎訓練を行って欲しい．」
・ 「できる限りテキストや教材を統一して，クラスに
よる英語学習内容の隔たりを少なくしてほしい．」
・ 「初年次に，受験英語から，一生使える英語を修得
する姿勢への転換をお願いしたい．高校で学んでい
る英語では，一英文と一和文を対応させることに重
きがおかれているが，大学での英語で要求されるの
は論文や報告書等の読み書き及び議論できる英語力
である．」
・ 「全学英語教育を体系的に編成して欲しい．」
　　
3．2．2　「高度教養教育・学生支援機構の役割に関する
調査」より（平成30年 7 月実施）
この調査は，高度教養教育・学生支援機構の活動お
よび組織運営について，各部局，委員会委員などにア
ンケートを実施したものである．アンケートには自由
記述欄があり，英語教育に対して書かれたものを以下
に紹介する3）．
　　
・ 「課外英語教育は非常に強化されているが，全学の
英語学力の底上げのため正規授業の英語教育の強化
を期待したい．」
・ 「大学 1 - 2 年生に対する教養としての語学習得，ラ
イティングの重要性の認識から，各学部，大学院生
の専門性があらわれる段階への語学実践，実用ライ
ティングへの橋渡し，導入となる学習支援や企画を
期待いたします．」
・ 「語学教育，特に英語教育は不十分で，特に高年次
に向けて継続的に力を伸ばせるような全学的取組の
強化が必要ではないか」
・ 外国語教育（特に，初修語やTOEICを目標にする
英語）は外注でよいのではないか．諸外国の文化や
歴史を外国語で学ぶ機会は重要だと思うので強化す
るべき．
　（原文ママ）
3．2．3　外部識者からの指摘
同様の指摘は，実は外部の識者からもなされている．
2016年に機構は『東北大学全学教育レビュー報告書』
を発表した．この報告書は，本学の全学教育の質を高
めるべく，機構内でワーキング・グループを設置して
全学教育の改善点を洗い出すとともに，ピーター・マ
クフィー氏（メルボルン大学名誉教授）にもレビュー
を依頼した．マクフィー氏は，「不均一で一貫性のな
い英語教育とその成果の質」（全学教育レビューワー
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キング・グループ　2016：31）が問題だと指摘してい
る．
4 ．学部が提供する英語科目
次は，学部が提供する英語関連科目を紹介する．以
下の情報は，『平成28年度TOEFL ITP®テスト実施
報告書」（平成29年 9 月）の中の「学部による評価と
英語教育への取り組み」について質問し，得た回答で
ある（英語教科部会　2017：71-92）．これらの他にも
学部による英語科目が提供されている可能性はある．
　　
文学部
・ ｢英語原書講読入門」（一年次後期）
　　
教育学部
・ 英語文献購読をおこなう演習科目，ゼミにおいて英
語論文を含めた文献レビューを行う．
法学部
・ 国際法や現代政治などの分野では英語文献の読解，
英語によるプレゼンテーション，ディスカッション
を行う．
　　
経済学部
・ 「外国書購読」，大学院との共同受講科目，IPLA開
放科目．
・ ゼミ，プレゼミによっては，英語文献を読んだり，
留学生とともに学習する．
　　
理学部
・ ｢科学英語」（三年次）
　　
医学部医学科
・ 「医学専門英語」（三年次，必修），「海外研究留学」（三
年次，選択），「海外臨床留学」（六年次，選択），「高
度国際コミュニケーション能力開発コース」（全学
年，希望者）
　　
医学部保健学科・看護学専攻
・ 「学術英語」（三年次），「国際保健学」（四年次，英
語による講義）
医学部保健学科・放射線技術科学専攻
・ 四年次の卒業研究で，英語論文を読む．
医学部保健学科・検査技術科学専攻
・ 「専門英語」（三年次，必修）
・ 四年次の卒業研究で，英語論文を読む．
歯学部
・ ｢歯学基礎演習｣（五年次，英語論文を読む）
薬学部
・ 英語での研究概要発表を四年次に行う．
　　
工学部
・ 「工学英語I」（一年次），「工学英語II」（三・四年次），
英語による研修（英語論文を読み，発表する）を行
う．
農学部
・ 「専門科目英語基礎」，「実践科学英語」
5 ．英語教科部会の取り組み
5．1　成績評価の統一化
平成21年度（2009）から，全学英語全科目（上級ク
ラスと「Practical English Skills」は除く）においては，
AAを上位10％，Aを次の上位20％にすることを決定
している．
5．2　シラバス記述内容の統一化
平成27年度（2015）より，「授業の目的と概要」「学
習の到達目標」「成績評価方法」の三項目については
共通文言とすることした．
5．3　上級クラスの開設
平成28年度（2016）より開講．「英語A」「英語B」「英
語C」の上級クラスを毎曜日の 5 講時に実施している．
さらに，「Practical English Skills」という科目も開講
しており，「英語C」と単位互換できる．
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5．4　共通教材の検討
現在の全学英語教育体制に対しては，いくつかの要
望が挙げられている．その 1 つが，クラスによる学習
内容の偏りを解消して欲しいという要望である．この
点を解消すべく，英語教科部会では平成28年（2016）
12月の部会において，共通教材の導入について検討す
るワーキング・グループを設置した．目的は以下の 2
つである．
・ 全学英語科目に共通教材を導入することの是非と可
能性．
・ 仮に導入するとすれば，適切な実施方法とはどのよ
うなものか．
　　
平成29年（2017） 9 月，ワーキング・グループから
英語教科部会に出された答申は以下のとおりであった．
共通教材のメリット
1，体系的カリキュラムを組むことが可能になる
2，教材選定にかかる教員の負担が軽減になる
3，授業間のばらつきの解消につながる
　　
共通教材のデメリット
1， 教員が授業で得意なところを発揮できない場合が
出てくる可能性がある．
2， 教育効果がそれほど明確ではなく，（中略）担当教
員の教育意欲を削ぐことにつながりかねない．
3， 仮に全学部に共通の教材を導入した場合，各学部
の学生の学問的興味は多様なので，そのような教
材に内容に興味を持てない受講生がでてくる．
同年12月の英語教科部会では，以上のメリットとデ
メリットが示された後，ワーキング・グループは次の
提案を行った．
1， 工学部対象の「英語A1」「英語A2」において試行
的に共通教材を導入する
2， 共通教材として，「英語A1」「英語A2」それぞれ
3 冊ずつ推薦する（具体的な教材名が紹介された
が，本稿では省略．）
以上の提案に対して，英語教科部会で活発な議論を
行い，結果として，工学部に対する共通教材の導入は
見送ることとした．しかしながら，成果もあった．そ
れは，「英語A1」「英語A2」において使用する教材の
レベルを明確にする必要性について合意が得られたこ
とである．
6 ．高度教養教育・学生支援機構の取り組み
6．1　附属図書館の英語学習関連図書の拡充
現在，英語学習の環境整備の一環として，英語学習
関連図書の拡充を進めている．多読用図書4）はすでに
整備されているので，平成29年度には，附属図書館本
館二階のグローバル学習室に，様々な学問分野の入門
書的な位置づけの図書を多数補充した．
6．2　課外英語講座TEA’s English
グローバルラーニング・センターが平成27年度（2015）
から開始したプログラムで，外部の英語学校に委託す
る形で，希望学生を対象に課外講座（プレゼンテーショ
ンやライティングなど）を開講している．
　　
6．3　学習支援センターによるSLA
学習支援センターは，上級生が下級生を教える
Student Learning Advisor 制度の一科目として「英会
話」を実施・管理している．
　　
6．4　留学支援
グローバルラーニング・センターは，さまざまな留
学プログラムの実施に加えて，英語学習アドバイジン
グを実施している．
7 ．現在の全学英語教育のカリキュラムと運営
体制
7．1　カリキュラム
一 年 次 前 期「 英 語A1-1・A1-2」（1Q・2Q），「 英 語
B1-1・B1-2」（1Q・2Q）
一 年 次 後 期 「 英 語A2-1・A2-2」（3Q・4Q），「 英 語
B2-1・B2-2」（3Q・4Q）
二年次「英語C1-1・C1-2」（1Q・2Q），「英語C2-1・
C2-2」（原則として3Q・4Q，一部の学部では前期）
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「英語A」：読解力の養成
「英語B」：リスニング，作文，コミュニケーション，
プレゼンテーションなどの技能の発展
「英語C」：専門教育において必要とされる，より高度
な英語読解力や英語による発信及びコミュニケーショ
ンの養成
「Practical English Skills」：英語母語話者教員が担当
する少人数形式の授業でプレゼンテーションなど英語
の表出面の能力を高める．「英語C」と単位互換性あ
り
7．2　教員構成
全学英語は，平成30年度（2018）は66名の教員を動
員して行われている．その所属別内訳は，機構の言語
･文化教育センター所属教員が13名，国際文化研究科
から13名，情報科学研究科から 8 名，文学研究科から
1 名，非常勤が28名，そして名誉教授が 3 名である（東
北大学教育・学生支援部教務課　2018：135）．言語･
文化教育センター所属教員が担当する授業の総授業数
に占める割合は，平成28年度（2016）では，「英語A」
が25.3％，「 英 語B」 が46.5％，「 英 語C」 が38.6%，
「Practical English Skills」が100％となっている（言
語･文化教育センター　2016：38）．
このように，全学英語教育は，他部局，非常勤の先
生方の協力があって初めて実施が可能となっている現
状がある．
本学の英語教育の運営体制は，機構発足以前では，
責任部局を置かず，学務審議会のもとで各部局の教員
が授業を行ってきた．機構が発足して本年度で 5 年経
つ．機構が全学教育を担う組織であるので，必然とし
て全学英語についても，機構のセンターの 1 つである
言語･文化教育センターがその中心的役割を担うこと
になる．機構発足以来，教員を積極的に採用し，現在
では13名の英語教員が全学英語に関わる任務をこなし
ており，ようやく中心的役割を担うだけの体制が整っ
てきたところである5）．
8 ．他大学の全学英語教育
8．1　主要国立大学の全学英語教育
他大学の英語教育制度について見てみたい．とりわ
け，東北大学と同じく研究大学で，学生規模も似通っ
ている旧帝国大学の全学英語について見ていきたい
（七大学外国語教育連絡協議会　2018）．
　　
北海道大学
一年次前期：｢英語I｣（発信の基礎的能力養成，35名
クラス），
「英語II」（基礎を養うオンライン型CALL授業，50名
クラス）
一年次後期：｢英語III｣（初級， 4 技能，CALLのコー
ス別，レベル別授業．24—50名クラス），
「英語IV」（読解力養成のレベル別授業．40名クラス）
一年次から大学院：「英語演習」（レベル別の学術目的
の英語を習得する授業．25名クラス）
　　
東京大学
一年次：「FLOW」（ディスカッション， 7 週間），
「ALESS」（理系用のライティング，15名クラス）， 
「ALESA」（文系用のライティング，15名クラス）
二年次：「教養英語」「英語中級」「英語上級」
　　
名古屋大学
一年次前期：「英語文化I 英語（基礎）」，「英語文化I 
英語（サバイバル）」（成績下位者向け），
｢英語文化II 言語文化I　コミュニケーション｣
一年次後期：「言語文化II　特別英語セミナー（ライ
ティング）」，「言語文化II　特別英語セミナー（ラプ
レゼンテーション）」，「言語文化II　特別英語セミナー
（リーディング）」，「言語文化II　特別英語セミナ （ー資
格試験英語）」
二年次：「英語文化I 英語（上級）」「英語文化I 英語（コ
ミュニケーション）」など．｢英語文化II 言語文化I　
ライティング｣ ｢英語文化II 言語文化I　プレゼンテー
ション｣，「言語文化II　特別英語セミナー（リーディ
ング）」，「言語文化II　特別英語セミナー（資格試験
英語）」
大阪大学
（入学時点で ｢基礎｣「応用」「高度」にレベル分けする．
学期ごとに受検するTOEFL ITP®テストのスコアに
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よりレベルの移動が可．）
一年次前期：「総合英語」「e-learning」
一年次後期：「総合英語」
二年次前期：「総合英語」
二年次後期：「総合英語」
三年次以降：国際性涵養科目
　　
京都大学
一年次前期：「リーディング」，「ライティング・リス
ニングA」
一年次後期：「リーディング」，「ライティング・リス
ニングB」
二年次以上：「E1（英語テキストの講読）」「E2（英語
による授業）」「E3（討論，発表などのスキル向上）」
から選択．
　　
九州大学
一年次前期：「一般学術英語A」
一年次後期：｢一般学術英語B｣
二年次以降：「一般学術英語C」「特定学術目的英語」
8．2　アジアの英語教育
香港とマレーシアの例も紹介しておきたい．平成29
年（2017） 2 月に，本学の英語教員 3 人が香港科技大
学を訪問調査した際，全学ではEAP （English  for 
Academic Purposes），各学部レベルではESP （English 
for Specific Purposes）に重点が置かれているという
ことを学んだ．香港は英語が半標準語化している地域
であり，本学とは事情が異なることはさしおいても，
これは，本学でも，全学教育と学部教育の役割分担を
考える上で有益な示唆だと思われる．
また，同調査は「付記」として，調査チームの代表
がマレーシアを代表する二つの大学の英語教育を調査
した際の話として，英語が通用するマレーシアのよう
な社会では，日常レベルにおいて国民は英語によるコ
ミュニケーションには支障はないが，マレーシア英語
なる特有の英語が使われている．しかし，大学での英
語教育は地域特有の英語をよしとせず，あくまでアカ
デミックな規範的英語の教育を行っている，という報
告を行っている（江藤，北原，長野　2018：420，
426）．
9 ．さいごに
平成30年（2018）11月の学務審議会において，「英
語教育改革推進ワーキング・グループ」の設置が承認
された．学務審議会副委員長を座長とする同ワーキン
グ・グループには，言語･文化教育センターの教員を
含む英語教科部会構成員を中心に，入試センターや初
修外国語の教員が加わる．このワーキング・グループ
で，新しい全学英語教育を実施するための学習到達目
標，評価基準などの基本方針が議論，そして策定され
ることとなる．
平 成30年（2018） 年 4 月 に 新 入 生 に 配 布 さ れ た
Pathwaysは，指導内容に関する方向性を打ち出すべ
く制作された．いうまでもないが，指導内容を決める
だけでは不十分である．学生の英語力を向上させるた
めには，指導内容を示した上で，それらを身につける
のに適切な教授法，教材選定，そして学生の英語力の
伸長を図る評価を伴う必要がある．「指導内容」「教授
法」「教材」「評価」の 4 つが有機的に機能して初めて，
学生の英語力の向上が実現できる．
注
1）  TOEFL ITP®テストの得点は，平成30年度の場合，
一年次の12月受検のスコアが「英語B2-1/2-2」の成績
の30％に換算される．
2）  医学部については，医学科と保健学科に分けた．
3）  高度教養教育・学生支援機構が設置されて 4 年を経
過したことを受けて，機構のこれまでの活動と今後
の構想を描くために自己評価委員会が作られた．こ
の調査は同作業部会の串本剛准教授により実施され
た．調査対象者は，理事，副学長，総長特別補佐，
総長・プロボスト室員，部局長，学務審議会委員，
学生生活支援審議会委員，入試企画・広報/入試実施
委員会委員，国際交流委員会委員である．
4）  いわゆるGraded Readerと呼ばれているもので，語
彙制限を設けた読書用教材を指す．出版社にもよる
が，語彙レベルによってレベルが10前後に分かれて
いる．
5）  機構発足以前の全学英語教育については，浅川照夫
─  278  ─
竹林 修一・英語ハンドブック Pathways to Academic English と東北大学全学英語教育の今後を考える
（2015）「語学教育室の活動記録」『東北大学高等教育
開発推進センター紀要』第10号：75-78頁を参照のこと．
参考文献
江藤裕之，北原良夫，長野明子（2018）「東アジアの準英
語圏・非英語圏における英語学習サポートシステム
の実態調査」『東北大学高度教養教育・学生支援機構
紀要』第 4 号， pp．415-426．
学務審議会全学教育レビューワーキング・グループ，高
度教養教育・学生支援機構（2016）『東北大学全学教
育レビュー報告書』．
学務審議会外国語委員会英語教科部会（2017）『平成28年
度TOEFL ITP®テストテスト実施報告書』．
学務審議会・高度教養教育・学生支援機構教育評価分析
センター編（2017）『第 3 回東北大学の教育と学習成
果に関する調査報告書』．
高度教養教育・学生支援機構（2018）『言語･文化教育セ
ンター年報2016』第 3 号．
国立七大学外国語教育連絡協議会（2018）「平成30年度国
立七大学外国語教育連絡協議会合同シンポジウム資
料」（2018年11月 1 日，九州大学）． 
東北大学（2019）『卒業後の状況（進路等）』
　　http://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/about/06/
about0604/（閲覧2019/1/8）
東北大学教育・学生支援部教務課（2018）『平成30年度全
学教育科目履修の手引き』．
